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急性膀胱炎患者から分離された234株 の細菌を,同 時期の複雑性尿路感染症患老から分離された

細菌と比較 し,ま た治療効果 との関係を検討 した。

複雑性感染症ではE.coliの 頻度が少なくな り,そ の代 りにKlebsiella,Pseudomonas,Proteus,

Serratia属 の細菌が増加 した。

急性膀胱炎ではCinoxacin 800mg7日 間投与ですべての細菌が消失 し,有 効な臨床効果が得ら

れた。検出菌に対するMICと 治療効果の間には相関がみられなかった。

急性膀胱炎は臨床において頻度の高い感染症である。

生命をおびやかす ことは少ないので軽視される面もある

が,鑑 別診断,最 も効率のよい治療法など,問 題点はい

ろいろある。本論文では1983年 から1985年 のほぼ3

年間にわたる急性膀胱炎の検討1)にお いて,分 離菌に対

するCinoxacinのMIC測 定 の行なわれた例について,

複雑性感染症との対比において若干の検討を行なった。

1. 対 象 と 方 法

1983年4月 から1985年9月 までに当科外来から当院

中央検査室に細菌検査のために提出された尿検体につい

て,中 央検査室において定量培養 し,104/ml以 上の菌数

の認められた分離菌について同定,1濃 度デ ィスク感受

性検査を行なった後,可 能な限 り日本化学療法学会の標

準法に基づいて最小発育阻止濃度(MIC)を 測 定 した。

MICに つ いては接種菌数106CFU/mlで 行なった結果

を今回の検討の対象 とした。

分離菌は急性単純性膀胱炎症例か ら分離 され た もの

と,そ の他の複雑性尿路感染症例から分離されたものに

分けて比較検討 した。急性単純性膀胱炎の定義 と効果判

定はUTI研 究会の単純性尿路感染症の効果判定基準に

準 じた。治療薬剤 と してはCinoxacinを 用 い,1日

800mgを 分2で1週 間経口投与 した。

II. 結 果

急性膀胱炎症例から分離され,MICの 測定のできた

細菌は234株,複 雑性感染症例か ら386株,計620

株 が検討の対象となった。Table1に これ らの菌種を

MIC濃 度 とともに一覧として示 した。急性膀胱炎と比

べると,複 雑性尿路感染症の原因菌はE.coliが 少なく

な り,そ の代 りにKlebsiella,Pseudomonas,Proteus,

Serratia属 の細菌が増加 している。MICが200μg/ml

以上だった,複 雑性尿路感染症例か ら分離されたE.coli

の4株 は,い ずれもこの検討の初期,1983年 に 分離 さ

れたものである。Fig.1に は,こ のような急性膀胱炎と

複雑性感染症における細菌の出現頻度の差をグラフに し

て比較 してある。

Fig.2に は比較的株数の多かつた4種 の菌について,

MIC濃 度を 累積曲線として示 した。 複雑性尿路感染症

患者から分離 した細菌は,同 じ菌種であっても,急 性単

純性膀胱炎患者から分離された菌 よりも感受性が低い傾

向が うかがわれる。Table2で はCinoxacinに 対するデ

ィスク感受性試験も行なわれていた菌株102株 に つ い

て,MIC濃 度 とディスク感受性試験の関連性を検討 し

 Fig. 1 The difference of organisms isolated from 

 acute simple cystitis and complicated urinary 

 tract infection
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 Fig. 2 MIC of the isolates. 

MICs of the same species were compared between those 

isolated from acute cystitis and from complicated urinary 

tract infection.

○--○Organisms isolated fmom patients with acute simple cystitis

×--×Omganlsms isolated from patients with complicated urinary tmact infection

Table 2 Correlation of MIC and disc sensitivity test

たが,両 者には高い相関性が認められた。

治療効果に関 しては急性膀胱炎症例のみを分析の対象

とした。その細菌学的効果 としては,全 例に細菌の消失

をみてお り,交 代菌の出現もみられていない。

臨床効果 としては,今 回の検討の対象 となった細菌の

検出された急性膀胱炎症例については正常化160例,有

効20例,無 効0例 と,全 例に有効 という結果が得られ

た。そこで,有 効と判定されたが排尿痛 ・膿尿 ・細菌尿

の3因 子のすべてが 完全には正 常 化 しなかった20例

を,や や効 果 の 悪 か つた 例 とみ な してMICと の 関 係 を

み た の がTable3で あ る。MICが す べ て200μg/ml以

上 で あ ったP.aeruginosa(14.3%)と,ほ と ん ど が

1.56～6.25μg/mlに 分 布 して い たE.coli(11.3%)と の

間 に 差 は み られ ず,MIC濃 度 と治 療 効 果 の 間 には ま っ

た く相 関 が み られ て い な い。Fig.3に はTable3か ら,

細菌 数 の 少 な か った 濃 度 の とこ ろ を 省 略 して図 示 した 。

III. 考 察

1983年 か ら1985年 の3年 間 に わ た る急 性 膀 胱 炎 の検
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Table 3 NEC of isolates and subsequent clinical effect

 The treatment was effective for all cases. The numbers in the table mean the ratio of cases who improved 

but did not gain complete remission.

 Fig. 3 MIC and clinical effect. 

MIC of the isolated organisms from cases with 

acute cystitis and subsequent clinical course had 

seemingly no relationship. Most of isolates 

with MIC over 200 ƒÊg/ml were P. aeruginosa, 

and they well responded to the treatment.

討1)の間において,分 離i菌に対するCinoxacinのMIC

の測定を行な うことのできた例について,複 雑性感染症

との対比において検討を行なったのであるが,ま ず分離

された菌種とその薬剤感受性に関 しては,こ れまでに報

告されているのとほぼ同様な結果が得られた2)。つまり,

複雑性感染症ではE.coliの 頻度が少なくな り,そ の代

りにKlebsiella,Pseudomonas,Proteus,Serratia属 の

細菌が増加 していた。また,同 じ菌種でも複雑性感染症

患者から分離された細菌は急性膀胱炎患者から分離され

た細菌よりもMICが 高 い傾向がうかがわれた。なお,

今 回の集計では急性単純性膀胱炎の起因菌としては比較

的P.aeruginosaが 多 いように思われた。

薬剤に対する感受性と治療効果は当然相関するものと

考えられるが,現 実にはそれほどきれいな相関関係が示

されないのは3)宿 主条件などの因子も関与するためであ

ろ う。Fig.3を み ると両者はまった く無関係かのように

みえる。この理由のひとつは,Cinoxacinは 経 口的に速

やかに吸収され,大 部分が代謝を受けずに腎から排泄さ

れるために,高 い血中濃度お よび尿中濃度が得られるこ

とが考えられ る。今回は感受性の低い菌に対しても良好

な治療結果を得 るたあに1,4,5)現在常用量 といわれている

量の うちの上限である800mgを7日 間投与 したので,

耐 性緑膿菌による感染にも期待どおりの良好な治療結果

が得られたのであろ う。
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 Two-hundred and thirty-four bacteria isolated from urine of patients with acute cystitis were 
compared with 386 bacteria isolated from patients with complicated urinary tract infection. E. coli 
was isolated from 81.2% of patients with acute cystitis. In complicated urinary tract infection, 
the frequencies of Klebsiella, Proteus, Serratia and Pseudomonas increased, and the incidence 
of E. coli decreased to 37.0%. Minimal inhibitory concentration (MIC) of cinoxacin for isolates 
from complicated urinary tract infection was lower than that of the same species isolated from 
acute cystitis. Oral cinoxacin administration in a daily dose of 800 mg eradicated all bacteria 
from patients with acute cystitis. No relationship was found between MIC and clinical effects of the 
drug.


